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場所：札幌駅前通地下歩行空間 

     北 3 条交差点広場（西） 
日時：2014 年 3 月 5日（水）13：00～17：00 

 

＜出演アーティスト＞ 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

〒062-8520  
札幌市豊平区西岡 3条 7丁目 3-1  
札幌大学内 7513 号室 

一般社団法人  

札幌大学ウレシパクラブ 
TEL/FAX：011-852-9335 
E-mail：urespa@sapporo-u.ac.jp 

後援：札幌市 
企画：一般社団法人札幌大学 

 
  

 

 

帯広カムイトウウポポ保存会 アイヌ・アート・プロジェクト 

アイヌサニケ 秋辺日出男 

主催：札幌駅前通まちづくり株式会社 

ウレシパクラブ 

写真提供：十勝毎日新聞社 



【帯広カムイトウウポポ保存会】      【アイヌ・アート・プロジェクト】           【アイヌサニケ】 

 

【秋辺日出男】              【早坂ユカ】         【本田優子】        【札幌大学ウレシパクラブ】 

 
プログラム（歌と踊り） 

13：00～  ウレシパクラブ 

13：40～  アイヌサニケ 

14：10～  休憩 

14：15～  パネルトーク 

15：05～  休憩 

15：10～  ウレシパクラブ 

15：30～  休憩 

15：40～  アイヌ・アート・プロジェクト 

16：10～  休憩 

16：15～  帯広カムイトウウポポ保存会 

16：50～  終わりの挨拶 

   

伝統的な古式舞踊や儀式などを後世に伝

えていくために、1964 年に設立。北海道

内の各地にある保存会の中では最も古い

歴史を持ち、今年、発足50周年を迎える。 

現在、同保存会が伝承している歌や舞踊は

30 種類以上。アイヌ民族固有の文化の伝

承と十勝開拓の歴史を歌と踊りで再現し、

アイヌ文化の理解促進に努めている。 

アイヌの海洋船、イタオマチプの復元のた

めに集まった若者 3 人により、2000 年に

札幌で結成されたアイヌの創作集団。現在

はアイヌ文化表現集団として音楽・踊り・

手仕事などの伝統的文化の継承にとどま

らず、現代的な手法も取り入れながら「ア

イヌの世界」を広く表現している。 

アイヌ文化を学び、伝承しているアイヌの

若者で結成したグループ。全道各地から集

まったメンバーで、それぞれの地域で伝承

されている伝統舞踊や歌、語りもの等を何

度も練習を重ね再現している。 

    

社団法人北海道アイヌ協会本

部理事・阿寒アイヌ工芸協同組

合専務理事。阿寒湖アイヌシア

ター「イコロ」の舞台プロデュ

ースも手がけるなど、阿寒を中

心にアイヌ文化の普及に努め

ている。 

旭川出身で幼少の頃からアイ

ヌ文化に関わり、女性の手仕事

全般や伝統舞踊、伝統楽器など

幅広くアイヌ文化伝承活動を

行なっている。現在はアイヌ・

アート・プロジェクトに所属

し、日本各地や海外での公演、

演奏を行っている。 

札幌大学副学長・教授。北

海道大学卒業後、平取町二

風谷に住み、故・萱野茂氏

の助手としてアイヌ語教室

講師などを務める傍ら、ア

イヌ語辞典編纂にも携わ

る。2010 年、札幌大学ウレ

シパクラブを設立した。 

2010 年札幌大学がアイヌの学

生をウレシパ奨学生として受け

入れてスタート。今春、初めて

の卒業生を送り出す。多くの企

業や一般の会員とともに「多文

化共生社会」のモデルとなるべ

く活動している。2013 年、一

般社団法人に。 

写真提供：十勝毎日新聞社 


